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40 年土作り現場で実践と学術研究の両面から土壌改良技術を確立し、これまでに農家さん

の悩みであった病虫害を克服・回避してきました。 

現在、ショウガ根茎腐病、サツマイモ基腐病、ピーマン黄化えそ病に挑戦中です。 

ポイントは、独自開発の酵素を用いて有機物を短期間で発酵させ、代謝によるエネルギーを

活用し良質かつ圧倒的に数的優位な土壌微生物コミュニティ（13 兆／g）を安定的に再現可

能とする技術です。 

すでに商品化した「サラブレットみほ」という堆肥が代表的事例となっていますが、各地域

にある未利用有機物を活用することで、それぞれの地域でのエコシステムが確立できるも

のと考えております。 

有機農業を志す方、病虫害でお困りの方、地域の未利用有機物にお心当たりのある方にぜひ

お知らせできればと願っております。 

 

農水省 

地の集積と活用の場土壌改良による農産品の品質向上と収量増加に関する 

研究開発プラットホーム プロデューサー 

微生物活用によるイノベーション創生研究コンソシアーム 開発研究員 

産学官連携 

サラブレド堆肥エコシステムプロジェクト プロデューサー 

日本ぼたん協会理事 

つくば観光コンベンチョン協会理事 

里山再生と食の安全を考える会理事 

新規就農者及び農業者育成支援 


